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熊本県の畜産の概要



















令和４年（２０２２年）４月
熊本県農林水産部生産経営局畜産課

全国の農業における熊本県農業の地位



１　主要農産物の生産量
1 農業生産の主要な担い手である基幹的農業従事者数は全国第4位
2 農業産出額は全国第5位（R2年）であり、生産農業所得は全国第3位（R2年）
3 主要品目の生産量をみると、トマト、すいかなどが全国第1位
[image: ]
２　家畜飼養頭羽数の全国順位
[image: ]

令和２年熊本県の農業産出額



１　農業産出額の推移
　平成2年には過去最高の4,016億円となったが、その後減少傾向で推移。近年は横ばい傾向が続き、令和2年は3,407億円となった。
令和2年の農業産出額の主要部門別構成割合をみると畜産部門が全体の約3割(35.0%)を占めており、県農業の重要な部門となっている。また、作目別には、野菜が最も多く、ついで畜産となっている。
[image: ]資料：農林水産省「生産農業所得統計」


[image: ]
２　畜産産出額の推移
畜産産出額は、牛肉輸入自由化の影響等により平成3年以降は1,000億円を下回って推移していたが、近年増加傾向で推移し、令和2年は1,192億円となった。
　　畜種別では、肉用牛が400億円（畜産産出額に占める割合33.6%）と最も高く、ついで乳用牛339億円（同28.4%）、豚227億円（同19.0%）、鶏196億円（同16.4%）の順となっている。
[image: ]
資料：農林水産省「生産農業所得統計」



部　門　別　の　現　況



１　乳用牛
（１）飼養の状況（令和3年）
・飼養戸数：508戸（前年比2.1％減）、年々減少傾向。
・飼養頭数：43,800頭（前年比1.4％減）、近年増加傾向で推移していたが、前年に
比べて減少した。
[bookmark: _GoBack][image: ]
資料：「畜産統計」（農林水産省）


（２）生乳生産量（令和3年）※速報
　・生乳生産量：267.2千トン（前年比3.1％増）、西日本第1位。
[image: ]資料：「牛乳乳製品統計」（農林水産省）
      

２　肉用牛
（１）飼養の状況（令和3年）
・飼養戸数：2,280戸（前年比3.0％減）、年々減少傾向。
[image: ]・飼養頭数：134,700頭（前年比1.8％増）、黒毛和種及び交雑種は増加し、褐毛和種及び乳用種で減少。資料：「畜産統計」（農林水産省）


・繁殖雌牛飼養頭数：39,270頭（前年比3.3％増）
うち黒毛和種32,361頭（前年比3.3％増、肉用繁殖牛に占める割合82.4%）
うち褐毛和種6,909頭（前年比3.5％増、17.6%）
[image: ]資料：「熊本県畜産統計」（熊本県）
注）調査時点は、平成23年度以前は各年の12月31日。
平成24年度以降は、各年の2月1日。
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（２）肉用子牛の価格（令和3年）※速報
・黒毛和種　764千円（前年比13.8％増）直近（R4.2月）755千円 ※速報値
・褐毛和種　707千円（前年比17.2％増）直近（R4.2月）628千円 ※速報値
子牛価格は、全国的な繁殖雌牛の減少により子牛の分娩頭数が減少したことに加え、枝肉価格が上昇したことから、24 年度以降は、肉用子牛価格も上昇し、過去20年で最高水準で推移。
令和2年は、黒毛和種は、新型コロナウイルス感染症の影響による外食及びインバウンド需要の減少の影響を大きく受け、枝肉の在庫が滞留したこと等により子牛価格も影響を受け、前年を下回って推移した。一方、褐毛和種は、全国的な赤身ブーム等により枝肉の引きも強く、子牛価格も前年比を上回って推移した。
令和3年は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、依然として枝肉価格の相場も不安定ではあるが、令和2年ほどの大きな価格下落が長期にわたってはみられず、子牛価格も、黒毛和種では70・80万円台と安定して推移している。
[image: ]資料：(独)農畜産業振興機構公表値（H16年までは（公社）熊本県畜産協会集計値）
参考：R3年度から、集計の対象となる条件を変更。













（３）牛枝肉の価格（令和3年度、卸売価格）※速報
　・和牛去勢A-5　　2,668円（前年比6.6％増）　直近（R4.3月）2,662円
・和牛去勢A-4　　2,389円（前年比8.6％増）　直近（R4.3月）2,415円
・交雑牛去勢B-3　1,537円（前年比8.7％増）  直近（R4.3月）1,548円
・乳用牛去勢B-2　1,030円（前年比11.3％増） 直近（R4.3月）1,069円
牛枝肉の卸売価格は、平成13年9月の国内ＢＳＥ発生、平成23年3月の東日本大震災により一時的に低落した。23年度後半からは､生産量の減少により上昇し、28年度には過去最高水準まで高騰。29年度は価格高騰の反動によりやや価格が低下したものの、30年度も高水準で推移。
令和2年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、一時下落したものの、秋以降は、価格も回復傾向を示し、令和3年4月には和牛去勢A-5で2,800円代にまで高騰。5月以降は、第4・5波により価格が低迷したが、秋以降は年末の需要期もあり回復基調である。このようにコロナの状況によって枝肉価格も大きく影響を受けており、依然として、不安定な状況が続くと言える。
[image: ]
資料：農林水産省「食肉流通統計」（東京市場）














３　豚
（１）飼養の状況（令和3年）
・飼養戸数：156戸　　（前々年比17.9％減）。※前年は、センサス年のため公表値なし。
・飼養頭数：349,500頭（前々年比26.1％増）。※前年は、センサス年のため公表値なし。
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資料：農林水産省「畜産統計」


（２）豚枝肉の価格（令和2年度、卸売価格）
　・572円/kg（前年比9.4％増）　直近（R4.2月）510円
平成26年度から29年度にかけては、25年度の猛暑の影響、国内における豚流行性下痢（PED）発生の影響等によって出荷頭数が減少したことから、高水準で推移した。
令和2年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、外出自粛が広がったことから巣ごもり需要が増大し価格も上昇したが、秋以降は軟調で推移。令和3年度に入り、4・5月は度重なる緊急事態宣言の延長による需要の低迷を受け、前年を100円超価格が下落したが6月以降は回復基調で推移。2月は前年同月の価格をわずかに上回った。
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資料：農林水産省「食肉鶏卵速報」

４　採卵鶏
（１）飼養の状況（令和3年）
・飼養戸数：39戸（前々年比11.4％減）　　※前年は、センサス年のため公表値なし。
・飼養羽数：1,844千羽（前々年比3.7％減）。※前年は、センサス年のため公表値なし。
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※グラフの飼養頭羽数は成鶏雌のみ資料：農林水産省「畜産統計」
























（２）鶏卵の価格（令和3年度、卸売価格）※速報
・215円/kg（前年比26.6％増）　直近（R4.3月）195円
鶏卵の自給率は高く、需要も概ね安定的に推移していることから、生産量のわずかな増減が価格の動向に大きく反映される傾向にある。25年夏以降、需要が旺盛であったことから29年末までは高水準で推移。しかし、高価格に反応した生産者が生産拡大したことにより、価格が低迷し、30年以降成鶏更新・空舎延長事業が毎年発動する状況が続いている。
令和2年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により外食需要が低迷したことが鶏卵価格下落の大きな要因となり、鶏卵価格差補塡事業や成鶏更新・空舎延長事業の発動が続いたが、鶏卵価格補塡事業については、積立金が不足したことから9月以降発動停止となっている。秋以降の価格は、国内で高病原性鳥インフルエンザが多発したことから需給のバランスが崩れ、令和3年5・6月は260円近くになるなど高値を記録。その後も依然として前年を上回る高値を記録し、200円台で推移している。
※　成鶏更新・空舎延長事業：鶏卵の取引価格が通常の季節変動を超えて大幅に低下した場合、
成鶏の更新に当たって長期の空舎期間を設けて需給改善を図る取組みに対し奨励金を交付。


[image: ]
資料：農畜産業振興機構「鶏卵の価格」株式会社JA全農たまご（東京M）













５　ブロイラー
（１）飼養の状況（令和3年）
・飼養戸数：68戸（前々年比2.9％減）。　　※前年は、センサス年のため公表値なし。
・飼養羽数：4,217千羽（前々年比30.4％増）。※前年は、センサス年のため公表値なし。
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資料：農林水産省「畜産統計」



（２）ブロイラーの価格（令和3年度、卸売価格）※速報
・もも肉：636円/kg（前年比1.3％減）　 直近（R4.3月）642円
・むね肉：325円/kg（前年比9.4％増）   直近（R4.3月）321円
もも肉・むね肉いずれの価格も、健康志向の高まり等を背景に高水準に推移。
もも肉に対する嗜好が高く、むね肉の2～3倍の価格で推移。近年、むね肉もサラダチキン等加工品を中心に需要を伸ばしている。令和2年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大により巣ごもり需要の高まりを受け、前年を上回った。令和3年度も引き続き、安定した需要が継続していることから、高値で推移している。
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資料：農林水産省「食鳥市況情報」

６　養蜂
（１）飼養の状況（令和３年）
・飼養戸数：195戸（前年比0.5％減）、日本ミツバチブームを受け、近年は増加傾向で
推移。令和３年は、横ばいとなった。
・蜂群数　：12.5千群（前年比3.3％増）、近年は増加傾向で推移。
・はちみつ生産量（令和２年）：222㌧（前年比9.9％増）、近年は増加傾向で推移。
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７　重種馬
　（１）飼養状況（令和２年）
・飼養戸数：96戸（前年比2.0％減）
・飼養頭数：重種馬（繁殖）347頭（前年比57.0％増）
肥育馬頭数　 3296頭（前年比20.5％減）
[image: ]






重種馬（繁殖）頭数は、直近3年間で300頭を割り込んでいたが、増加傾向に転じ
ている。

[image: ]







肥育馬頭数は、平成23年に発生した生食用馬肉の食中毒等の影響による馬刺しの需要の低下や、カナダ産肥育素馬の高騰等の影響もあり、一時減少したが、現在は回復傾向で推移。
直近の、と畜頭数は、全国で年間約10,000頭、うち熊本県は、約4割を占めている。
[image: ]






*1：（公社）日本馬事協会とりまとめ
*2：熊本県畜産統計　（調査時点：～H23は各年の12月31日、H24～は各年度の2月1日）
　　（飼養戸数及び総飼養頭数には、軽種馬、乗用馬、小格馬も含まれる）
*3：農水省「畜産物流通統計」








８　飼料作物
（１）作付の状況（令和２・３年）
・トウモロコシ（令和２年）： 3,210ha（前年比5.6％減）
・ソルガム　　（令和２年）： 　756ha（前年比1.6％増）
・牧草　　　　（令和２年）：14,400ha（前年比増減なし）
・稲ＷＣＳ　　（令和３年）： 7,994ha（前年比1.8％増）
・飼料用米　　（令和３年）： 1,295ha（前年比14.1％増）
近年は、稲ＷＣＳが広がりを見せる一方で、青刈りトウモロコシや飼料用米が減少し、飼料作物全体の面積も減少傾向で推移。令和３年産の稲ＷＣＳと飼料用米は、前年と比較してともに増加。
[image: ]
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畜種全国順位都道府県飼養頭羽数飼養戸数1戸当たり

全国1,356,000頭13,800戸98.3頭

乳用牛1北海道829,900頭5,710戸145.3頭

2栃木53,100頭636戸83.5頭

R3.23熊本43,800頭508戸86.2頭

4岩手41,000頭806戸50.9頭

5群馬33,500頭434戸77.2頭

全国2,605,000頭42,100戸61.9頭

肉用牛1北海道536,200頭2,270戸236.2頭

2鹿児島351,100頭7,030戸49.9頭

R3.23宮崎250,000頭5,150戸48.5頭

4熊本134,700頭2,280戸59.1頭

5岩手91,000頭3,860戸23.6頭

全国9,290,000頭3,850戸2,413.0頭

豚1鹿児島1,234,000頭477戸2,587.0頭

2宮崎796,900頭404戸1,972.5頭

R3.23北海道724,900頭199戸3,642.7頭

4群馬643,500頭201戸3,201.5頭

5千葉614,700頭250戸2,458.8頭

10熊本349,500頭156戸2,240.4頭

全国140,697千羽1,880戸74.8千羽

採卵鶏1茨城14,154千羽96戸147.4千羽

（成鶏雌のみ）2千葉9,858千羽104戸94.8千羽

R3.23鹿児島8,650千羽116戸74.6千羽

4岡山7,346千羽68戸108.0千羽

5愛知7,224千羽124戸58.3千羽

25熊本1,624千羽39戸41.6千羽

全国139,658千羽2,160戸64.7千羽

ブロイラー1宮崎28,012千羽443戸63.2千羽

2鹿児島27,085千羽381戸71.1千羽

R3.23岩手22,600千羽315戸71.7千羽

4青森7,087千羽64戸110.7千羽

5北海道5,087千羽9戸565.2千羽

6熊本4,217千羽68戸62.0千羽

資料：農林水産省「畜産統計（R3年）」
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○蜜蜂の飼育動向単位：戸、千群、トン

H7H12H17H22H27H28H29H30R1R2R3順位

飼育者数

全国7,2355,3424,7905,3539,5679,4529,3259,5789,78210,02110,529

熊本県1571229394129124128147173196195

蜂群数

全国214.1184.2178.3175.4212.9211.6213.0213.1215.2213.4223.8

熊本県13.812.010.510.410.411.211.511.711.812.112.5

蜂蜜生産量

全国3,3623,0242,8922,6392,8652,7542,8272,8262,9112,929-

熊本県---205195206213192202222-

資料：農林水産省公表「養蜂をめぐる情勢」
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26位
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image19.emf
馬の飼養戸数及び飼養頭数の推移（単位：戸、頭）

H10年H20H27R1R2

（全国）　　

*1

4,7994,536-

（熊本県） 

*2

1841061259896

（全国）　　

*1

69,04178,247-

（熊本県） 

*2

3,8325,7694,1284,9334,390



飼養戸数

総飼養頭数


image20.emf
重種馬（繁殖）頭数及び子馬生産頭数の推移
（１才以上）

H10年H20H27R1R2

（全国）　　

*1

1,8961,950-

（熊本県） 

*2

310162243221347

（全国）　　

*1

1,1011,0411,020

（熊本県） 

*1

13585809693

重種馬（繁殖）

（明け２才以上）

　(参考）

　子馬生産頭数


image21.emf
肥育馬頭数及びと畜頭数の推移

H10年H20H27R1R2R3

（熊本県） 

*2

2,2584,1953,5444,1463,296-

（全国）　　

*3

20,20015,00312,46610,29710,29111,364

（熊本県） 

*3

7,5767,0625,6424,3344,4034,990

と畜頭数

肥育馬


image22.emf
ha6,0804,5904,3303,7203,4003,210-

ha1,9901,3401,420965744756-

ha13,10013,10012,90014,30014,40014,400-

ha1431,1443,3086,9877,7577,8527,994

ha21,31320,17421,95825,97226,30126,218-

ha－－6541,2961,1751,1351,295

ha21,31320,17422,61227,26827,47627,353-

資料）農林水産省「耕地及び作物面積統計」及び「新規需要米取組計画認定状況」

R3

合計

牧草

稲WCS

粗飼料計

飼料用米

青刈トウモロコシ

ソルガム

R2区分単位H12年H17H22H27R1


image1.emf
順位割合(%)

(R2年)千戸

1,747.0247.447.9132.7

千人

233.845.710.634.5

(R2年)千人

1,362.9224.751.843.8

(R2年)千ha

4,372.0520.4109.1132.5

(R2年)億円

89,37017,4223,40753.8

(R2年)億円

32,3728,1561,19283.7

(R2年)億円

33,4336,6901,49534.5

トマト(R2年)千ｔ

706.0203.5135.3119.2

すいか(R2年)千ｔ

310.9…49.9116.1

不知火類(デコポン)(H30年)千ｔ

52.9…22.3142.2

葉たばこ（販売量）(R2年)千ｔ

13.77.92.2115.7

対主産県比

99.2

宿根カスミソウ(R2年)千本

46,600…17,600137.8

カリフラワー(R2年)千ｔ

21.0…2.4211.4

なす(R2年)千ｔ

297.063.034.2211.5

メロン(R2年)千ｔ

147.9…24.4216.5

しょうが(R2年)千ｔ

44.7…4.9210.9

なつみかん(H30年)千ｔ

32.7…7.7223.5

くり(R2年)千ｔ

16.93.72.4214.4

トルコギキョウ(R2年)千本

88,000…10,500211.9

いちご(R2年)千ｔ

159.2…12.237.7

アスパラガス(R2年)千ｔ

26.7…2.238.2

乳用牛（飼養頭数）(R2年)千頭

1,352.0105.544.433.3

うんしゅうみかん(R2年)千ｔ

765.8224.782.5410.8

肉用牛（飼養頭数）(R2年)千頭

2,555.0927.1132.345.2

千頭

23.316.916.3170.0

かんしょ(R2年)千ｔ

687.6…17.362.5

水稲(R3年)千ｔ

7,563.0752.0156.3162.1

肉牛出荷頭数(R2年)千頭

1,047.3…45.444.3

生乳生産量(R2年)千ｔ

7,438.2…259.233.5

鶏卵出荷量(R3年)千ｔ

2,574.3…44.5221.7

畜産産出額

主

要

農

畜

産

物

の

収

穫

量

6.3…6.31

生産農業所得

いぐさ(R2年)



千ｔ

うち褐毛和種（あか牛）

農家戸数

認定農業者数

(R2.3月末）

基幹的農業従事者数

耕地面積

農業産出額

区分単位全国九州熊本県

熊本県の全国に占める


